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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年10月8日(2020.10.8)

【公開番号】特開2018-121725(P2018-121725A)
【公開日】平成30年8月9日(2018.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2018-030
【出願番号】特願2017-14175(P2017-14175)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３０８Ｚ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３０４Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月25日(2020.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の返却皿を備えた遊技機であって、
　遊技球が流下する遊技領域と、
　所定の発射位置から前記遊技領域に向けて遊技球を発射する球発射装置と、
　前記発射位置から発射されたものの前記遊技領域に到達しなかった遊技球が入球可能な
入口を有し、該入口に入球した遊技球を前記返却皿に返却する返却経路を構成する返却部
と、
　遊技球に付された線材が前記返却経路および前記返却部の出口を通じて前記返却皿側か
ら操作されることを防止し得る不正防止部と、
　を備え、
　前記不正防止部は、切断部位を有する金属板材からなり、該金属板材は、前記返却経路
内の所定位置に前記切断部位が位置するように、前記返却部の外側から装着可能であり、
　前記返却経路に位置する線材に張力が付加された際に当該線材が前記切断部位で切断さ
れうるように前記金属板材を前記返却部に配置することにより、遊技球に付された線材が
前記返却経路および前記返却部の出口を通じて前記返却皿側から操作されることを防止し
得るようにしたものであり、
　さらに、前記切断部位は、当該遊技機の前面側を構成する前扉が閉鎖状態にあるときに
外部から接触困難な位置に配置され、
　さらに、当該遊技機には、前記金属板材とは別に、遊技球に付された線材を切断又は挟
止する別防止部が設けられ、該別防止部は、前記金属板材よりも前記発射位置に近い位置
に設けられ、
　前記別防止部で切断できなかった線材を、前記金属板材の前記切断部位で切断可能にし
、
　さらに、前記返却経路は、遊技球が前記返却部の出口から返却されるまでに屈曲部を有
し、前記返却経路に位置する線材を該屈曲部によって屈曲させうるようにした
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　このような従来の遊技機は、線材が付された遊技球が発射され、その線材を操作する不
正な遊技に対する抑止力が十分ではなかった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、上記した事情に鑑みなされたもので、その目的は、不正な遊技に対する抑止
力を高めた遊技機を提供することにある。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、
　所定の返却皿を備えた遊技機であって、
　遊技球が流下する遊技領域と、
　所定の発射位置から前記遊技領域に向けて遊技球を発射する球発射装置と、
　前記発射位置から発射されたものの前記遊技領域に到達しなかった遊技球が入球可能な
入口を有し、該入口に入球した遊技球を前記返却皿に返却する返却経路を構成する返却部
と、
　遊技球に付された線材が前記返却経路および前記返却部の出口を通じて前記返却皿側か
ら操作されることを防止し得る不正防止部と、
　を備え、
　前記不正防止部は、切断部位を有する金属板材からなり、該金属板材は、前記返却経路
内の所定位置に前記切断部位が位置するように、前記返却部の外側から装着可能であり、
　前記返却経路に位置する線材に張力が付加された際に当該線材が前記切断部位で切断さ
れうるように前記金属板材を前記返却部に配置することにより、遊技球に付された線材が
前記返却経路および前記返却部の出口を通じて前記返却皿側から操作されることを防止し
得るようにしたものであり、
　さらに、前記切断部位は、当該遊技機の前面側を構成する前扉が閉鎖状態にあるときに
外部から接触困難な位置に配置され、
　さらに、当該遊技機には、前記金属板材とは別に、遊技球に付された線材を切断又は挟
止する別防止部が設けられ、該別防止部は、前記金属板材よりも前記発射位置に近い位置
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に設けられ、
　前記別防止部で切断できなかった線材を、前記金属板材の前記切断部位で切断可能にし
、
　さらに、前記返却経路は、遊技球が前記返却部の出口から返却されるまでに屈曲部を有
し、前記返却経路に位置する線材を該屈曲部によって屈曲させうるようにした
　ことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明によれば、不正な遊技に対する抑止力を高めた遊技機を提供することができる。
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